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昨
年
５
月
の
天
皇
陛
下
即
位
で
、
令
和
に
改
元

さ
れ
新
し
い
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。
日
本
山
岳
会

会
員
で
あ
る
天
皇
陛
下
は
、
即
位
関
連
行
事
を
終

え
て
12
月
７
日
東
京
新
宿
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で

の
本
部
年
次
晩
餐
会
に
参
加
さ
れ
、
会
員
と
の
山

談
議
で
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。
日

本
山
岳
会
は
、
天
皇
陛
下
を
会
員
に
有
す
る
こ
と

を
大
変
な
栄
誉
と
し
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
誇
り
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

同
じ
く
昨
年
５
月
に
越
後
支
部
も
新
体
制
と

な
り
、
こ
れ
ま
で
各
種
行
事
を
実
施
し
て
来
ま
し

た
。
集
会
委
員
会
の
「
靴
音
・
寄
り
合
い
の
集
い
」

を
２
回
、
事
業
委
員
会
の
公
募
登
山
を
２
回
と
平

日
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
３
回
、
集
会
・
事
業
委
員
会

合
同
の
上
高
地
山
研
利
用
山
行
、
自
然
保
護
委
員

会
が
８
月
11
日
全
国
山
の
日
事
業
で
「
糸
魚
川
ジ

オ
パ
ー
ク
子
ど
も
登
山
教
室
」、
支
部
行
事
と
し

て
５
月
支
部
総
会
後
の
親
睦
山
行
、
６
月
妙
高
夢

見
平
で
四
支
部
交
流
会
、
７
月
25
日
に
高
頭
祭
・

弥
彦
山
た
い
ま
つ
登
山
祭
、
さ
ら
に
現
在
ス
ノ
ー

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
同
好
会
が
１
～
３
月
ま
で
３
回
の

雪
上
山
行
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

広
報
委
員
会
は
支
部
報
25
・
26
号
と
今
回
27

号
を
定
期
的
に
発
行
、
県
山
協
委
員
会
は
県
山
協

主
催
行
事
や
講
習
会
等
周
知
し
協
力
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
事
前
打
合
せ
を
含
め
る
と
、
ほ
ぼ
毎
週
関

係
者
の
会
合
が
あ
り
越
後
支
部
の
活
動
が
非
常
に

活
発
に
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
が
、
ま
だ
全
員
参
加

の
支
部
活
動
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
越
後
支
部
は
、

広
域
で
あ
り
平
均
年
齢
74
歳
と
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
が
あ
り
ま
す
が
、
支
部
会
員
の
地
域
・
思
考
・

体
力
に
合
わ
せ
て
何
ら
か
の
行
事
に
参
加
し
交
流

を
深
め
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
山
岳
会
（
Ｊ
Ａ
Ｃ
）
は
、
英
国
ア
ル
パ

イ
ン
ク
ラ
ブ
（
Ａ
Ｃ
）
を
モ
デ
ル
と
し
て
誕
生
し
、

老
若
男
女
問
わ
ず
登
山
や
自
然
を
愛
好
し
、
そ
の

ク
ラ
ブ
ラ
イ
フ
を
楽
し
む
こ
と
を
前
提
に
し
て
い

ま
す
。「
越
後
支
部
は
面
白
い
。」と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ア
ッ
プ
す
る
企
画
で
、
連
帯
感
を
も
っ
て
一
緒

に
活
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
越
後
支
部
の
将
来
展
望
に
お
い
て
、

会
員
減
少
と
高
齢
化
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
若
手

会
員
の
勧
誘
・
加
入
と
育
成
が
、
今
後
の
重
要
な

取
り
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
具
体
策
と
し

て
ユ
ー
ス
（
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
）
委
員
会
を
設
置
し
、

本
部
ユ
ー
ス
ク
ラ
ブ
か
ら
の
協
力
・
指
導
・
支
援

を
開
始
し
ま
し
た
。
ユ
ー
ス
メ
ン
バ
ー
の
定
義
は
、

本
部
同
様
59
歳
以
下
の
会
員
と
し
、
本
部
関
係
者

や
全
国
各
支
部
の
仲
間
と
の
交
流
を
推
進
し
、
越

後
支
部
か
ら
日
本
山
岳
会
を
盛
り
立
て
て
行
く
こ

と
を
夢
見
て
い
ま
す
。
支
部
会
員
皆
様
か
ら
も
、

入
会
候
補
者
の
紹
介
情
報
を
寄
せ
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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越
後
支
部
で
ク
ラ
ブ
ラ
イ
フ
を
楽
し
む

�

越
後
支
部
支
部
長
　
桐
生
　
恒
治

私の一枚
氷結ゆるむ白馬大池
　子ども登山教室のエリア。白馬大池から
新潟県最高峰・小蓮華山を望む撮影ポイン
トです。梅雨の季節ですが、晴れ間をねら
って日帰り山行を楽しみます。周辺には、
雪解け直後の早春の高山植物が咲き、夢中
になって撮影。その後は小蓮華山の山頂ま
で足を延ばします。もちろん雷鳥坂周辺の
ライチョウ撮影にも時間をかけます。
　今年の山の日は第４回目、来年は第５回
目となる子ども登山教室を楽しみにしてい
ます。皆さんのご支援をお願いします。
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令
和
元
年
度　

日
本
山
岳
会
越
後
支
部
年
次
晩
餐
会

�

小
山�

一
夫

　

令
和
元
年
12
月
14
日
（
土
）
新
潟
市
の
新
潟
東

映
ホ
テ
ル
で
74
名
が
参
加
し
て
恒
例
の
越
後
支
部

年
次
晩
餐
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

晩
餐
会
に
先
だ
ち
、
一
般
参
加
者
54
名
の
参
加

を
え
て
「
日
本
山
岳
会
の
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
50
周

年
」
記
念
講
演
会
を
主
催
日
本
山
岳
会
越
後
支
部
、

共
催
新
潟
県
山
岳
協
会
海
外
登
山
委
員
会
で
行
な

わ
れ
た
。
講
師
は
、
日
本
山
岳
会
元
副
会
長
・
日

本
山
岳
協
会
前
会
長
の
神
﨑
忠
男
氏
で
、「
日
本

山
岳
会
の
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
50
周
年
」
最
近
登
山

界
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
、
世
界
の
登
山
界

に
お
け
る
潮
流
の
変
化
に
つ
い
て
、
後
藤
副
支
部

長
の
司
会
で
開
始
し
た
。
一
日
で
数
百
人
が
登
頂

す
る
現
在
の
状
況
や
ヒ
ラ
リ
ー
の
エ
ベ
レ
ス
ト
初

登
頂
の
様
子
や
神
﨑
忠
男
氏
が
参
加
し
た
日
本
山

岳
会
の
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
に
至
る
詳
し
い
内
容
で

講
演
を
い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
後
、
記
念
撮
影
、
物
故
者
へ
の
黙
禱
を
行

な
い
、
桐
生
支
部
長
の
挨
拶
後
、
来
賓
祝
辞
を
県

山
岳
協
会
副
会
長
遠
藤
俊
一
氏
か
ら
い
た
だ
い
た
。

新
永
年
会
員
に
「
森
沢
堅
次
氏
・
平
野　

彰
氏
」

（
共
に
欠
席
）

の
紹
介
に
続

き
、
橋
本
正

巳
名
誉
会
員

の
乾
杯
で
晩

餐
会
が
始
ま

り
、
今
年
は

本
部
よ
り
今

田
明
子
本
部

総
務
委
員
長
、

節
田
重
節
氏
・
菅
原
廣
男
氏
支
部
会
友
の
参
加
を

い
た
だ
い
た
。
今
年
入
会
し
た
３
名
の
会
員
と
２

名
の
準
会
員
の
紹
介
が
有
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気

で
酒
を
飲
み
か
わ
し
な
が
ら
の
晩
餐
会
と
な
っ
た
。

藤
島
蔵
書
研
究
報
告
会

　
　
　
　
　
　

開
催
報
告

�

高
辻�

謙
輔

　

川
北
ふ
れ
あ
い
自
然
の
家
を
会
場
と
し
て
、
藤

島
蔵
書
研
究
会
（
代
表　

平
田
大
六
氏
）
の
主
催

で
藤
島
蔵
書
研
究
報
告
会
が
去
る
11
月
21
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
蔵
書
の
一
般
公
開
の
後
、
50
人
ほ
ど
の

参
会
者
を
前
に
研
究
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

関
川
村
教
育
委
員
会
佐
藤
教
育
長
及
び
桐
生
越

後
支
部
長
の
来
賓
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
桐
生
支
部
長
は
昨
年
の
10
月
か
ら
長
岡
新
聞

で
「
日
本
山
岳
会
を
創
っ
た
男　

高
頭
仁
兵
衛
の

生
涯
」
を
連
載
し
て
い
る
事
を
話
さ
れ
、
長
岡
市

深
沢
町
の
豪
農
、
日
本
山
岳
会
設
立
発
起
人
の
一

人
で
第
２
代
会
長
だ
っ
た
高
頭
仁
兵
衛
に
つ
い
て

も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
講
演
者
の
題
目
は
、
次
の
通
り
で
し

た
。

藤
島
玄
と
関
川
村　

津
野
庄
衛
（
関
川
村
下
関
）

深
田
久
弥
と
藤
島
玄　

高
辻
謙
輔

藤
島
玄
の
報
文
と
掲
載
誌　

田
邊
信
行

飯
豊
連
峰
集

成
図
の
継
承　

谷
中
隆
明

藤
島
玄
を
支

え
た
女
流
登

山
家
た
ち　

平
田
大
六

　

ま
た
、
藤

島
氏
の
ご
子

息
の
嶺
樹
様

よ
り
寄
贈
さ

れ
た
写
真
整
理
な
ど
の
作
業
は
継
続
中
で
、
今
年

も
３
月
か
ら
毎
月
１
回
定
期
的
に
行
う
事
に
な
っ

て
い
ま
す
。
藤
島
蔵
書
の
存
在
も
広
く
知
ら
れ
る

事
に
な
り
、
県
内
外
か
ら
の
閲
覧
者
も
増
え
て
き

た
よ
う
で
す
。
皆
様
の
ご
支
援
を
今
後
と
も
お
願

い
致
し
ま
す
。

公
募
登
山
・
平
日
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

猪
野
山
南
葉
山
／
青
田
南
葉
山
を
巡
る
縦
走
！

�

根
津�

洋
子

　

「
南
葉
山
塊
」
は
上
越
市
と
妙
高
市
と
の
境
に

あ
る
山
域
で
北
か
ら
南
へ
青
田
南
葉
山
・
猿
掛
南

葉
山
・
篭
町
南
葉
山
・
猪
野
山
南
葉
山
、
西
に
重

倉
山
が
あ
り「
南
葉
５
連
山
」と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　

10
月
10
日
、
公
募
登
山
で
猪
野
山
南
葉
山
～
篭

町
南
葉
山
～
青
田
南
葉
山
へ
と
縦
走
し
た
。

　

万
内
砂
防
公
園
で
ト
イ
レ
休
憩
を
済
ま
せ
、
林

道
で
標
高
を
か
せ
ぎ
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
は
猪
野
山
登

山
口
に
到
着
。
12
名
は
支
度
を
し
、
10
時
ス
タ
ー

ト
。
登
山
道
は
整
備
が
行
き
届
き
１
合
目
ご
と
に

標
識
が
あ
り
、
約
30
分
で
猪
野
山
南
葉
山
に
到
着
。

「
五
日
市
南
葉
山
」
の
標
識
を
見
送
り
、
11
時
30

分
篭
町
南
葉
山
に
着
く
。
約
40
分
の
ラ
ン
チ
タ
イ

ム
を
楽
し
み
次
の
青
田
南
葉
山
へ
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン

を
繰
り
返
し
標
識
は
な
い
が
猿
掛
南
葉
山
を
通
り

過
ぎ
青
田
南
葉
山
に
13
時
35
分
到
着
し
た
。
山
頂

は
広
く
二
等
三
角
点
が
あ
り
「
南
葉
大
明
神
」
の

祠
が
あ
る
、
記
念
写
真
を
撮
り
木
落
し
コ
ー
ス
を

下
る
。
７
合
目
見
晴
ら
し
台
に
も
立
ち
寄
り
15
時

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
待
つ
南
葉
高
原
キ
ャ
ン
プ
場
へ

無
事
に
到
着
。

　

紅
葉
に
は
少
し
早
か
っ
た
が
雲
一
つ
な
い
快
晴

の
中
気
持
ち
良
い
山
行
だ
っ
た
。
色
々
な
キ
ノ
コ

（
毒
？
）
を
見
つ
け
た
り
珍
し
い
植
物
を
見
つ
け

研究会代表　平田大六氏

講師　神﨑忠男氏
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カ
メ
ラ
で
写
し
た
り
と
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
ん
で
い
た
。

展
望
の
効
く
場
所
が
数
ケ
所
あ
り
、
中
で
も
「
新

幹
線
の
窓
」
と
名
う
つ
場
所
が
あ
り
眼
下
に
新
幹

線
駅
が
見
え
て
面
白
か
っ
た
。
約
４
時
間
30
分
の

歩
行
時
間
で
歩
数
は
約
１
５
、０
０
０
歩
、
秋
を

満
喫
し
、
皆
さ
ん
大
満
足
の
様
子
だ
っ
た
。

　

新
潟
か
ら
長
時
間
運
転
し
て
下
さ
り
、
登
山
口

ま
で
送
り
届
け
、
下
山
口
で
待
っ
て
い
て
下
さ
っ

た
総
括
の
小
山
さ
ん
に
「
感
謝
!!
」、
２
回
も
下

見
登
山
下
さ
っ
た
リ
ー
ダ
ー
の
佐
藤
さ
ん
に
「
感

謝
!!
」、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
「
感
謝
!!
」
素
晴

ら
し
い
山
行
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

公
募
登
山　

　
　
　

大
毛
無
山

�

高
辻�

謙
輔

日
本
山
岳
会
越
後
支
部
で
は
６
月
の
要
害
山
・

朴
坂
山
縦
走
、
８
月
の
美
ヶ
原
・
乗
鞍
岳
に
続
く

本
年
度
最
後
の
公
募
登
山
を
10
月
20
日
、
大
毛
無

山
（
１
、４
０
３
ｍ
）
で
行
っ
た
。

大
毛
無
山
は
新
潟
県
上
越
市
（
旧
名
立
町
）
と

妙
高
市
（
旧
新
井
市
）
の
境
に
あ
り
、
妙
高
連
峰

の
火
打
山
（
２
、４
６
２
ｍ
）
か
ら
北
東
に
派
生

す
る
新
建
尾
根
の
容
雅
山
、
不
動
山
に
続
く
山
で

あ
る
。

山
の
名
は
、
か
つ
て
山
麓
か
ら
山
頂
一
帯
が
、

製
炭
の
た
め
に
伐
採
さ
れ
て
、
喬
木
林
が
な
く

な
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
つ
け
ら
れ
た
と
い
う
。

越
後
支
部
会
員
を
含
む
25
名
の
一
行
は
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
で
舗
装
さ
れ
た
林
道
を
か
な
り
上
ま
で

上
り
、
陥
没
し
た
道
路
の
手
前
で
お
り
る
と
、
身

支
度
を
と
と
の
え
て
山
道
に
入
っ
た
。
朝
ま
で

降
っ
て
い
た
雨
も
止
み
、
ぬ
れ
た
落
葉
を
踏
ん
で

ひ
と
し
き
り
登
る
と
な
だ
ら
か
な
尾
根
道
と
な
る
。

紅
葉
の
色
づ
き
は
今
ひ
と
つ
だ
が
、
時
お
り
足

元
の
く
さ
む
ら
に
顔
を
の
ぞ
か
せ
る
ツ
バ
メ
オ
モ

ト
の
瑠
璃
色
の
実
や
ツ
ル
リ
ン
ド
ウ
の
赤
い
実
が
、

山
の
秋
を
そ
っ
と
彩
る
。

道
が
北
へ
廻
り
込
む
よ
う
に
な
る
と
、
二
等

三
角
点
標
石
が
あ
る
だ
け
の
簡
素
な
頂
上
に
着
い

た
。
妙
高
山
も
火
打
山
も
、
す
ぐ
目
の
前
に
見
え

る
は
ず
の
不
動
山
も
雲
の
中
。
早
め
の
昼
食
を
と

り
、
も
と
来
た
道
を
下
っ
た
。

少
し
時
間
が
あ
る
の
で
、
妙
高
市
の
国
指
定

史
跡
、
鮫
ケ
尾
城
跡
に
寄
る
。
戦
国
武
将
、
上
杉

謙
信
の
死
後
、
そ
の
養
子
の
景
虎
と
景
勝
が
争
っ

た
御
館
の
乱
。
敗
れ
た
景
虎
は
こ
こ
で
自
害
し
た
。

50
分
ほ
ど
か
け
て
城
跡
を
め
ぐ
り
、
戦
国
時
代
に

思
い
駆
せ
た
。

靴
音
、
よ
り
あ
い
の
集
い

　
　
　
　

冨
士
山

�

佐
竹�

信
幸

　

今
年
度
で
7
回
目
を
む
か
え
る
「
靴
音
、
よ
り

あ
い
の
集
い
」
は
会
津
の
「
冨
士
山
」
に
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
10
月
20
日
（
日
）
西
会
津
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
に
9
時
30
分
集
合
、
参
加
者
は
4
名
と

さ
み
し
か
っ
た
の
で
す
が
、10
時
「
立
岩
登
山
口
」

か
ら
登
山
開
始
し
て
、
10
時
30
分
ア
ッ
と
い
う
間

に
山
頂
に
到
着
、
こ
こ
で
記
念
撮
影
、
景
色
は
北

に
「
飯
豊
連
峰
」、
東
に
「
磐
梯
山
」、
西
・
南
は

「
土
埋
山
」・「
博
士
山
」
の
遠
望
で
す
。

　

ゆ
っ
く
り
休
ん
で
11
時
に
下
山
開
始
、
ク
マ
の

食
い
残
し
の
「
山
栗
」
を
拾
い
な
が
ら
無
事
下
山
、

時
間
が
早
か
っ
た
の
で
、
西
会
津
に
何
か
見
る
も

の
が
無
い
か
と
探
し
た
と
こ
ろ
、
醸
造
と
医
療
の

神
を
祀
っ
た
「
松
尾
神
社
」
に
お
詣
え
り
し
て
、

昼
食
は
道
の
駅
「
よ
り
っ
せ
」
で
手
打
ち
そ
ば
を

食
べ
て
解
散
と

し
ま
し
た
。

（
松
尾
神
社
は

享
保
年
間
よ
り
、

会
津
・
越
後
の

醸
造
元
よ
り

醸
造
神
と
し
て

信
仰
が
篤
く
参

拝
の
う
え
で
種

水
を
持
ち
帰
っ

た
と
言
う
事
で

す
。）

山
靴
シ
リ
ー
ズ

ク
ロ
バ
ナ
ダ
ツ
峰

�

多
田�

和
弘

　

飯
豊
連
峰
の
蒜
場
山
か
ら
大
日
岳
へ
と
至
る
縦

走
路
の
途
中
に
あ
る
、
実
川
山
へ
直
接
突
き
上
げ

る
ク
ロ
バ
ナ
ダ
ツ
峰
を
従
え
る
尾
根
を
、
秋
浅
い

９
月
26
日
に
踏
査
し
て
き
た
。
今
年
の
夏
に
同
縦

走
路
に
あ
る
烏
帽
子
山
へ
登
っ
た
と
き
と
同
じ
く

加
治
川
ダ
ム
へ
の
道
は
ト
ン
ネ
ル
工
事
で
開
通
が

遅
れ
て
お
り
、
俎
倉
山
登
山
口
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

と
な
っ
た
。
掛
留
沢
ま
で
は
自
転
車
を
使
用
し
た
。

　

ク
ロ
バ
ナ
ダ
ツ
峰
へ
の
尾
根
は
飯
豊
川
に
流

れ
込
む
黒
沢
の
出
会
い
か
ら
取
り
付
く
こ
と
を
、

五
十
嵐
篤
夫
氏
の
書
か
れ
た
「
飯
豊
道
」
を
読
み
、

知
っ
て
は
い
た
が
そ
れ
以
外
の
情
報
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
も
全
く
な
か
っ
た
。
北
股
岳
直
登
の

お
お
い
ん
の
尾
根
始
点
の
湯
ノ
平
か
ら
、
黒
沢
出

合
い
ま
で
は
飯
豊
川
右
岸
を
へ
つ
り
な
が
ら
歩
く

飯
豊
本
山
へ
の
旧
登
拝
路
を
た
ど
る
の
が
早
い
の

だ
が
、
夏
に
一
度
登
拝
路
を
確
認
に
行
っ
た
と
き

に
入
り
口
は
発
見
で
き
、
し
ば
ら
く
は
薄
い
踏
み

跡
を
辿
れ
た
の
だ
が
、
次
第
に
不
明
瞭
に
な
り
道

は
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
時
間
的
に
こ

の
方
法
で
は
予
定
を
立
て
れ
な
い
と
判
断
。
結
局

お
お
い
ん
の
尾
根
を
鳥
井
峰
ま
で
登
り
、
そ
の
先

の
斜
面
を
下
降
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

下
降
し
た
黒
沢
出
合
い
は
「
飯
豊
道
」
の
中
で

は
ス
ノ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
を
使
用
。
夏
場
は
崖
に
な
っ

て
お
り
と
て
も
渡
れ
な
い
が
、
そ
の
わ
ず
か
上
流

に
は
、
と
っ
て
つ
け
た
よ
う
な
浅
い
渡
渉
ポ
イ
ン

ト
が
あ
り
膝
下
程
度
の
水
量
で
渡
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

河
原
で
一
息
入
れ
た
後
、
早
速
尾
根
に
と
り
つ

く
。
時
刻
は
６
時
半
、
自
分
の
技
量
を
考
慮
し
御

南葉山山頂

大毛無山山頂

冨士山山頂にて
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西
小
屋
へ
は
午
後
３
時
を
予
定
し
て
い
た
。
無
理

な
ら
ば
引
き
返
す
予
定
に
し
て
い
た
。
末
端
の
尾

根
か
ら
は
意
外
に
も
薄
い
が
踏
み
跡
が
続
い
て
い

る
。
本
に
書
か
れ
て
い
た
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
群
生
も

あ
る
。
獣
の
通
り
道
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
植
生

復
帰
し
な
い
の
か
、
情
報
が
な
い
だ
け
で
毎
年
人

が
入
っ
て
い
る
の
か
。
そ
の
途
中
に
よ
う
や
く
鉈

目
を
発
見
し
た
。
古
い
字
体
で
書
か
れ
た
名
前
に

は
昭
和
30
年
と
刻
ま
れ
て
い
た
。
各
尾
根
に
飯
豊

黎
明
期
の
活
気
を
残
す
の
は
競
っ
て
付
け
た
鉈
目

と
わ
ず
か
に
残
る
踏
み
跡
だ
け
で
あ
る
。

　

標
高
は
１
、０
０
０
ｍ
を
超
え
る
と
笹
が
出
始

め
、
薄
か
っ
た
踏
み
跡
も
怪
し
く
な
り
や
が
て
消

え
た
。
そ
も
そ
も
残
雪
期
限
定
の
よ
う
な
位
置
の

尾
根
で
あ
る
。
一
部
の
好
き
者
か
大
学
の
ワ
ン
ゲ

ル
部
以
外
こ
の
縦
走
路
に
は
無
雪
期
に
人
は
い
な

い
。
低
木
に
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
も
徐
々
に
高
度

を
上
げ
る
。
９
月
末
で
稜
線
上
は
紅
葉
し
て
い
る

と
い
う
情
報
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
予
想
に
反
し
て

暑
い
。
３
ℓ
の
水
分
が
徐
々
に
心
も
と
な
く
な
っ

て
く
る
。
１
、４
０
０
ｍ
近
辺
の
急
登
を
あ
え
ぎ

な
が
ら
登
り
よ
う
や
く
ク
ロ
バ
ナ
ダ
ツ
が
見
え
た
。

尾
根
上
に
ち
ょ
こ
ん
と
飛
び
出
し
遠
く
か
ら
で
も

分
か
る
よ
う
な
ピ
ー
ク
で
あ
る
が
、
尾
根
上
ゆ
え

に
続
き
が
あ
り
、
登
頂
し
た
時
も
感
慨
は
生
ま
れ

な
か
っ
た
。
三
角
点
が
あ
る
よ
う
な
の
な
の
だ
が
、

山
頂
を
し
ば
ら
く
探
し
た
が
見
つ
け
る
事
は
叶
わ

な
か
っ
た
。

　

ク
ロ
バ
ナ
ダ
ツ
を
後
に
し
、
縦
走
路
合
流
点
の

実
川
山
へ
と
向
か
う
。
目
と
鼻
の
先
に
あ
る
よ
う

に
思
え
た
の
だ
が
、
見
え
て
い
た
ピ
ー
ク
は
偽
で
、

そ
の
奥
に
そ
び
え
て
い
る
。
し
か
し
、
偽
ピ
ー
ク

も
太
陽
の
光
で
密
藪
と
化
し
た
笹
が
白
銀
に
輝
き

非
常
に
美
し
い
。
そ
う
思
え
た
の
は
最
初
だ
け

だ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
足
も
つ
か
な
い
よ
う
な
薄

暗
い
笹
藪
の
中
で
は
大
変
な
労
力
を
強
い
ら
れ
た
。

あ
る
程
度
予
想
は
し
て
い
た
が
実
川
山
ま
で
は
久

し
ぶ
り
に
絶
望
感
を
味
わ
っ
た
。

　

縦
走
路
に
出
る
と
笹
藪
は
低
く
な
り
、
草
原
も

出
始
め
る
。
右
へ
左
へ
草
紅
葉
の
草
原
を
た
ど
り

な
が
ら
歩
く
。

　

時
間
が
や
や
早
か
っ
た
の
で
疲
れ
た
体
を
草
原

に
預
け
、
し
ば
し
目
を
つ
む
る
。
先
ほ
ど
ま
で
憎

か
っ
た
太
陽
の
直
射
日
光
の
暑
さ
は
心
地
よ
く
、

気
持
ち
良
い
風
が
体
を
す
り
抜
け
て
い
く
。

　

薬
師
岳
を
抜
け
る
と
い
よ
い
よ
西
大
日
、
大
日

岳
で
あ
る
。
踏
み
跡
は
は
っ
き
り
し
開
放
さ
れ
た

瞬
間
で
も
あ
る
。

　

好
き
で
藪
に
入
る
が
歩
き
や
す
い
こ
と
に
越
し

た
こ
と
は
な
い
。
大
日
岳
直
下
お
釜
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
地
形
に
僅
か
に
雪
が
残
っ
て
い
た
。

御
西
小
屋
で
後
ほ
ど
聞
い
た
話
で
は
夜
は
３
度
ま

で
下
が
る
よ
う
だ
っ
た
が
あ
と
２
，
３
日
も
す
れ

ば
消
え
る
だ
ろ
う
。
大
日
岳
の
紅
葉
は
非
常
に
美

し
く
白
銀
の
笹
と
相
ま
っ
て
非
常
に
空
に
映
え
て

い
た
。
こ
の
日
来
て
い
た
登
山
者
も
美
し
い
光
景

を
写
真
に
収
め
て
い
た
よ
う
だ
。

　

御
西
小
屋
に
は
ち
ょ
う
ど
午
後
３
時
に
到
着
し

た
。
疲
れ
果
て
水
を
汲
み
に
行
っ
た
後
に
す
ぐ
に

寝
て
し
ま
っ
た
。
コ
ー
ラ
が
売
り
切
れ
て
い
た
の

が
残
念
で
な
ら
な
い
。
あ
ら
か
じ
め
管
理
人
に
夜

中
発
つ
こ
と
を
告
げ
、
ド
ア
近
く
で
寝
さ
せ
て
も

ら
っ
た
。
予
定
通
り
夜
中
に
目
を
覚
ま
し
歩
き
始

め
る
。
晴
れ
渡
っ
た
夜
空
が
広
が
り
ヘ
ッ
ド
ラ
イ

ト
を
消
す
と
天
の
川
が
見
え
る
。
遠
く
に
は
新
潟

と
会
津
の
光
が
ゆ
ら
め
く
。
良
い
日
に
登
り
、
良

い
日
に
帰
れ
る
。
北
股
岳
か
ら
お
お
い
ん
の
尾
根

を
辿
り
、
俎
倉
山
登
山
口
ま
で
戻
っ
た
。

総
歩
行
時
間　

19
時
間
50
分　

移
動
距
離　

53
．９
㎞

峠
シ
リ
ー
ズ

大お
お

里り

峠と
う
げ 

―
そ
の
全
容
―

�

平
田�

大
六

　

大
里
峠
（
６
７
８
ｍ
註
１
）
は
、
新
潟
・
山
形

の
県
境
で
、昔
か
ら
羽
前
・
越
後
の
要
路
で
あ
っ
た
。

　

１
８
７
８
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
女
性
旅
行
家
、
イ

ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
が
、
こ
の
峠
を
越
え
、
旅
行

記
（
註
２
）
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。「
今

や
私
た
ち
は
大
き
な
山
岳
地
帯
の
中
に
入
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
日
本
を
縦
断
す
る
一
大
中
央
山
岳
で
、

９
０
０
マ
イ
ル
も
ほ
と
ん
ど
途
切
れ
な
く
続
き

･･････

こ
の
山
々
を
超
え
る
に
は
、
１
、
０
０
０

か
ら
５
、
０
０
０
フ
ィ
ー
ト
も
た
か
い
と
こ
ろ
に

あ
る
険
し
い
峠
を
」･･･

と
。

　

文
献
（
註
３
）
に
よ
れ
ば
こ
の
道
は
、
１
５
２

１
年
、
伊
達
政
宗
の
曽
祖
父
稙
宗
が
、
軍
道
と
し

て
整
備
し
た
。
１
８
５
１
年
、関
川
村
の
「
豪
農
」

８
代
渡
邉
三
左
衛
門
が
大
改
修
し
て
い
る
。
記
録

で
は
、
人
夫
５
、
０
０
０
人
、
切
り
石
２
、
３
６

０
枚
で
、
１
間
の
道
巾
を
３
間
に
広
げ
た
、
と
あ

る
。
１
８
８
６
年
に
今
の
１
１
３
号
ル
ー
ト
開
通
、

１
９
３
６
年
に
米
坂
線
鉄
路
全
通
、
の
頃
ま
で
峠

は
に
ぎ
わ
い
続
け
た
。

　

大
里
峠
を
有
名
に
し
た
の
は
、
関
川
村
の
大
蛇

伝
説
で
あ
る
。「�

夫
の
秘
蔵
し
て
い
た
蛇
肉
漬
け

を
食
べ
た
祟
り
で
、
大
蛇
に
変
身
さ
せ
ら
れ
た
人

妻
が
、
荒
川
を
堰
き
止
め
村
を
水
没
さ
せ
よ
う
と

た
く
ら
む
が
、
村
人
に
退
治
さ
れ
る
」
と
い
う
筋

で
あ
る
。
三
幕
四
場
の
ド
ラ
マ
（
註
４
）
や
、
紙

芝
居
（
註
５
）、伝
説
の
研
究
書
（
註
６
）
も
あ
る
。

　

ま
た
、
１
９
８
８
年
、
関
川
村
の
若
者
た
ち
で

創
り
出
さ
れ
た
「
え
ち
ご
せ
き
か
わ
大
し
た
も
ん

蛇
ま
つ
り
」
の
原
点
は
、
こ
の
伝
説
で
、
イ
ベ
ン

ト
は
「
村
の
顔
」
の
一
つ
と
し
て
、
今
に
続
い
て

飯豊川右岸から渡渉点を見る

刻まれた過去

大日岳から飯豊本山
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い
る
。

　

大
里
峠
な
ど
の
全
容
は
、
わ
が
「
越
後
山
岳

６
号
」（
註
７
）
に
詳
し
く
載
っ
て
い
る
。
私
は
、

こ
の
「
大
仕
事
」
に
参
加
し
、
関
川
村
大
石
の
岳

人
「
高
橋
千
代
吉
氏
」（
１
９
２
９
～
８
０
）
と

県
境
を
北
上
し
、
三
日
目
の
夕
方
は
じ
め
て
大
里

峠
に
降
り
立
っ
た
。
こ
の
報
告
書
の
後
半
、「
県

境
周
辺
の
山
村
生
活
と
伝
説
」
は
、「
平
田
大
六

執
筆
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
一
言
一
句
、
す
べ
て

が
藤
島
玄
大
先
生
の
執
筆
で
あ
る
。

　

私
は
、
国
土
地
理
院
５
万
図
で
、
関
川
村
か
ら

小
国
町
ま
で
水
平
距
離
を
測
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

現
在
の
１
１
３
号
、
Ｊ
Ｒ
線
、
荒
川
本
流
の
ど
れ

よ
り
も
、
こ
の
大
里
峠
道
が
短
か
っ
た
！
昔
の
人

た
ち
は
、
上
下
動
は
、
苦
痛
で
な
か
っ
た
の
だ
。

　

峠
道
は
、
山
形
・
小
国
町
玉
川
か
ら
、
１
時
間
、

新
潟
・
関
川
村
沼
本
村
か
ら
２
時
間
で
、
簡
単
に

峠
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
。
山
形
県
側
に
は
往
時

の
石
垣
、
石
畳
み
が
残
っ
て
い
る
が
、
新
潟
県
側

の
上
部
は
沢
筋
で
ル
ー
ト
の
改
変
が
う
か
が
え

る
。
峠
に
は
、
関
川
村
有
志
建
立
の
「
大
里
大
明

神
」
の
古
い
祠
が
あ
る
。
そ
の
上
に
、
十
数
分
の

登
り
で
、
鉄
塔
の
あ
る
５
０
０
ｍ
の
展
望
ピ
ー
ク

が
あ
っ
て
、
関
川
盆
地
、
日
本
海
を
見
渡
す
こ
と

が
で
き
る
。

（
註
１
）�

国
土
地
理
院　

20.
万
図
（
１
９
６
１
刊
）

（
註
２
）�「
日
本
奥
地
紀
行
」（
１
９
７
８
）
東
洋

文
庫
・
高
梨
健
吉
訳

（
註
３
）「
関
川
村
史
」（
１
９
９
２
）
関
川
村

（
註
４
）「
大
里
峠
悲
話
」（
１
９
７
８
）
平
田
大
六

（
註
５
）�「
え
ち
ご
せ
き
か
わ
大
蛇
伝
説
」（
２
０

１
５
）
関
川
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

（
註
６
）�「
え
ち
ご
せ
き
か
わ
大
蛇
伝
説
」（
１
９

９
５
）
阿
部
八
郎

（
註
７
）�「
越
後
の
国
境
踏
査
報
告
書
」（
越
後
山

岳
６
号
・
１
９
６
８
）
日
本
山
岳
会
越

後
支
部

記
録
的
少
雪
の
な
か
「
後
谷
古
道
」

か
ら
朝
日
山
（
４
０
３
ｍ
）
へ

（
越
後
ス
ノ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
同
好
会
）

�

後
藤�

正
弘

　

記
録
的
少
雪
の
な
か
山
ス
キ
ー
や
ワ
カ
ン
は
使

用
で
き
な
か
っ
た
が
、
１
月
18
日
、
野
澤
日
本
山

岳
会
副
会
長
に
ゲ
ス
ト
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
8

名
で
「
後
谷
古
道
」
か
ら
朝
日
山
へ
ス
ノ
ー
？
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
を
実
施
し
た
。

　

朝
日
山
は
青
田
南
葉
山
前
衛
の
小
さ
な
里
山
だ

が
、
レ
ル
ヒ
少
佐
も
ス
キ
ー
で
滑
っ
た
記
録
も
あ

る
歴
史
の
あ
る
山
だ
。
後
谷
集
落
は
綱
子
川
最

上
流
部
に
約
３
０
０
年
の
歴
史
を
も
っ
て
い
た

が
、
１
９
７
１
（
Ｓ
46
）
年
廃
村
と
な
っ
た
。
長

い
あ
い
だ
生
活
の
道
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
の

が
「
後
谷
古
道
」
で
あ
る
。
林
道
開
通
や
廃
村
に

よ
り
荒
れ
果
て
て
い
た
も
の
を
「
後
谷
・
名
水
桜

清
水
の
会
」
に
よ
り
２
０
１
７
（
Ｈ
29
）
年
か
ら

整
備
さ
れ
古

道
が
復
元
し

た
。

　

黒
田
小
学

校
に
車
を
駐

車
し
て
ト

レ
ッ
キ
ン
グ

開
始
、
集
落

内
を
通
過
し

て
高
速
道
路

の
ボ
ッ
ク
ス

を
出
る
と
整

備
さ
れ
た
古
道
が
始
ま
る
。
猪
が
掘
っ
た
跡
や
冬

の
樹
木
を
観
察
し
な
が
ら
、
次
第
に
高
度
を
上
げ

て
い
く
。
つ
づ
ら
折
り
の
急
登
を
登
り
き
る
と

「
大お
さ
ん
が
い

三
階
」
に
到
着
、
後
谷
の
人
た
ち
も
必
ず
休

ん
だ
と
い
う
名
所
だ
。
米
山
、
尾
神
岳
、
刈
羽
黒

姫
山
、
菱
ヶ
岳
、
関
田
山
地
の
山
々
、
高
田
の
町

並
み
や
北
陸
新
幹
線
も
見
え
る
素
晴
ら
し
い
展
望

台
だ
。
生
活
の
た
め
に
歩
い
た
村
人
、
毎
日
学
校

に
通
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
ど
ん
な
気
持
ち
で
こ

の
景
色
を
眺
め
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
尾
根
道
を
登
る
と
標
高
２
０
７
ｍ
付
近

か
ら
「
東
京
平
」
と
呼
ば
れ
る
平
坦
な
と
こ
ろ
に

出
る
。
道
の
脇
に
う
っ
す
ら
雪
が
残
っ
て
い
る
。

や
が
て
斜
面
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
い
く
と
杉
植
林

地
に
入
り
、
開
け
た
下
降
地
点
を
曲
が
る
と
こ
ん

こ
ん
と
湧
き
出
る
「
桜
清
水
」
が
あ
る
。
か
つ
て

は
一
際
目
立
つ
山
桜
の
大
木
が
あ
り
桜
を
見
な
が

ら
休
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
道
を
下
り
棚
田

跡
の
湿
地
帯
に
は
木
道
が
設
置
さ
れ
、
こ
こ
を
通

過
す
る
と
登
り
と
な
る
が
わ
ず
か
で
林
道
南
葉
高

原
線
へ
で
る
。

　

こ
こ
よ
り
朝
日
山
へ
は
、
雪
で
白
く
な
っ
た
林

道
を
た
ど
り
、
途
中
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
し
て
藪
漕

ぎ
も
し
な
が
ら
苦
労
し
て
山
頂
へ
到
着
し
た
。
積

雪
は
10
㎝
程
度
か
？
少
々
藪
が
気
に
な
る
が
、
こ

こ
で
和
気
あ
い
あ
い
楽
し
い
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
を

と
っ
た
。
帰
り
は
、
林
道
を
い
っ
た
ん
下
り
県
道

交
差
点
を
経
て
登
り
返
し
て
往
路
を
忠
実
に
戻
る
。

　

藪
漕
ぎ
で
は
ヒ
ラ
タ
ケ
を
袋
一
杯
に
採
っ
た
り
、

桜
清
水
で
季
節
外
れ
の
「
ふ
き
の
と
う
」
や
「
セ

リ
」
を
と
る
な
ど
、
令
和
２
年
１
月
の
思
い
出
に

残
る
山
旅
と
な
っ
た
。

新
会
員
に
な
っ
て

�

寺
田�

敏
哉

　

皆
様
初
め
ま
し
て
、
縁
あ
っ
て
今
回
会
員
に
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
、
寺
田
と
申
し
ま
す
。

　

私
の
山
岳
歴
で
す
が
県
警
の
航
空
レ
ン
ジ
ャ
ー

で
3
年
間
隊
員
を
し
た
後
に
魚
沼
周
辺
の
署
で
山

岳
遭
難
救
助
隊
と
し
て
、
す
で
に
20
年
以
上
勤
務

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
出
動
回
数
な
ら
１
０
０

回
は
超
え
ま
し
た
が
、
今
は
航
空
機
、
つ
ま
り
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
救
助
が
メ
イ
ン
で
、
私
達
地

上
部
隊
が
登
り
は
じ
め
た
と
き
は
す
で
に
救
助
が

終
わ
っ
て
い
る
な
ど
空
振
り
も
良
く
あ
る
事
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
遭
難
者
を
一
刻
も
早
く
救
助
し
て

あ
げ
た
い
の
は
人
情
で
す
か
ら
ス
ピ
ー
ド
が
上
が

る
の
は
い
い
事
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
為
の
体

力
維
持
に
腐
心
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
若
い

隊
員
達
が
段
々
増
え
て
来
た
の
で
こ
れ
か
ら
は

私
自
身
で
楽
し
む
山
行
が
増
え
て
く
れ
ば
良
い

と
思
う
次
第
で
す
。
先
程
も
言
っ
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
魚
沼
周
辺
の
山
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
の

で
、
若
い
頃
登
っ
て
い
た
北
ア
ル
プ
ス
方
面
に
ま

た
行
け
た
ら
嬉
し
い
な
ど
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
を
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

スノートレッキング
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冬
の
山
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
‼

２
０
２
０
年
ス
ノ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

　

越
後
ス
ノ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
同
好
会
が
主
催
し

ま
す
。
会
員
・
会
友
を
原
則
と
し
ま
す
が
、
会
員

が
推
薦
す
る
人
は
参
加
可
能
で
す
。

●�

関
田
山
地
・
鍋
倉
山　

標
高
１
、２
８
９
ｍ

・�

鍋
倉
山
は
新
潟
県
（
上

越
市
）
と
長
野
県
（
飯

山
市
）
の
県
境
を
な
し

て
い
る
関
田
山
脈
に
あ

る
山
で
す
。
ブ
ナ
の
森

が
と
て
も
美
し
い
と
こ

ろ
で
す
。

・
期　
　

日�

：�

3
月
28
日
（
土
）

・
集
合
場
所�

：�

飯
山
市
温
井
最
終
除
雪
地
点

・
集
合
時
間�

：�

8
時
30
分

・
往
復
所
要
時
間　

��

：　

５
～
6
時
間

・
申
し
込
み
締
め
切
り
：　

3
月
19
日
（
木
）

〇�

こ
の
他
、
2
月
の
ス
ノ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
と
し

て
、「
頚
城
・
新
田
山

（
糸
魚
川
市
）」
を
計
画

し
ま
し
た
が
、
登
山
予

定
日
が
「
越
後
支
部

報
・
第
27
号
」
発
行
日

の
2
月
15
日
と
な
る
た

め
案
内
は
省
略
し
ま
し

た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※�

事
前
申
し
込
み
制
で
、
集
合
場
所
へ
集
結
し
、

山
行
後
に
解
散
と
し
ま
す
。
申
し
込
み
先
は
、

後
藤
正
弘
ま
で
フ
ァ
ク
ス
又
は
メ
ー
ル
で
お
願

い
し
ま
す
。　
　

〇T
EL/FA

X
�:�025-512-7561

◎
携
帯����:�090(3349)6332�

◆E-m
ail��:�m

_gotou952@
joetsu.ne.jp

令
和
２
年
度　

公
募
登
山　

�

事
業
委
員
長
　
小
山�

一
夫

　

令
和
２
年
度
は
３
回
の
公
募
登
山
を
開
催
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

　

秋
の
計
画
は
候
補
地
選
定
中
で
す
が
、
本
部
の

周
年
行
事
に
合
わ
せ
て
上
越
地
域
の
峠
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
紅
葉
美
し
い
時
期
に
開
催
し
ま
す
。

　

他
２
回
は
次
の
山
域
で
開
催
し
ま
す
。

・
６
月
14
日
（
日
）�

妙
高
・
神
奈
山

　
　

�

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
を
始
め
、
初
夏
の
花
の
美
し

い
時
期
に
開
催
し
ま
す
。

・�

８
月
22
日
（
土
）
～
23
日
（
日
）

　
　

第
４
回
上
高
地
集
会
を
開
催
し
ま
す
。

22
日
は
美
ヶ
原
の
花
と
展
望
が
良
い
「
武
石

峰
か
ら
思
い
出
の
丘
」
を
散
策

23
日
は
新
穂
高
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
西
穂
山

荘
よ
り
独
標
迄
の
往
復
を
実
地
し
ま
す
。

令
和
２
年
度

平
日
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
計
画

�
佐
藤�

レ
イ
子

　

昨
年
か
ら
始
め
た
支
部
女
性
会
員
が
中
心
に

な
っ
て
計
画
・
実
行
す
る
平
日
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
、

今
年
度
は
５
回
に
増
や
し
、
更
に
会
津
の
山
も
計

画
し
ま
し
た
。

　

春
は
新
緑
や
花
、
秋
は
紅
葉
を
楽
し
み
、
登
山

口
と
下
山
口
は
別
に
し
、
い
ず
れ
も
温
泉
付
き
、

移
動
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
と
い
う
の
が
大
き
な
特
徴

で
す
。
そ
れ
に
平
日
は
何
と
い
っ
て
も
〝
山
は
静

か
〟
で
、
昨
年
行
っ
た
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
は
２
回

と
も
、
誰
に
も
会
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ベ
テ
ラ
ン
の
方
は
勿
論
、
こ
れ
か
ら
山
を
始
め

た
い
方
、
興
味
の
あ
る
方
、
男
女
年
齢
を
問
わ
ず

是
非
参
加
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

・
４
月
23
日
（
木
）
八
石
山
縦
走

�

（
５
１
３
．
８
ｍ
）

・
５
月
14
日
（
木
）
会
津
の
山
・
大
仏
山

　

大
仏
山
（
７
０
８
ｍ
）・
須
刈
岳
（
４
４
０
ｍ
）

・
10
月
８
日
（
木
）　

会
津
の
山
・
蒲
生
岳

�

（
８
２
８
ｍ
）

・�

10
月
22
日
（
木
）
大
力
山
（
５
０
４
ｍ
）
～
板

木
城
跡
縦
走　

下
山
後
、
石
川
雲
蝶
の
彫
刻
が

あ
る
西
福
寺
開
山
堂
見
学

・
11
月
５
日
（
木
）
番
屋
山
（
９
３
３
ｍ
）　

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

●�

令
和
2
年
度
越
後
支
部
総
会
の
案
内

日
時　

5
月
23
日
（
土
）�

場
所　

�

西
会
津
町　

温
泉
健
康
保
養
セ
ン
タ
ー　

ロ
ー
タ
ス
イ
ン�　

　
　
　
（
さ
ゆ
り
オ
ー
ト
パ
ー
ク
・
フ
レ
ン
ズ
ワ
ー
ル
ド
）

　

親
睦
登
山
24
日
（
日
）
大
山
衹
神
社
（
お
お
や

ま
づ
み
じ
ん
じ
ゃ
）
遙
拝
殿
か
ら
御
本
社
ま
で
約

４
㎞
の
道
の
り
が
あ
り
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

と
し
て
親
し
ま
れ
る
参
道
で
す
。
近
く
に
は
、
こ

ろ
り
三
観
音
が
あ
り
安
楽
往
生
が
叶
え
ら
れ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　

会
員
の
皆
様
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

●�

越
後
支
部
で
は
新
入
会
員
勧
誘
の
強
化
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

越
後
支
部
会
員
の
勧
誘
と
加
入
に
支
部
会
員
の

皆
様
の
協
力
お
願
い
し
ま
す
！

　

支
部
事
務
局
へ
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
け
れ
ば

「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
及
び
「
入
会
申
込
書
」
を
送

付
し
ま
す
。
是
非
と
も
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
入
会
申
込
書
は
日
本
山
岳
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
で
も
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
で
き
ま
す
。

●�

会
員
動
向
（
２
０
１
９
年
10
月
～
２
０
２
０
年
１
月
）

①
新
入
会
員

　

松
尾�

知
弘
（
１
６
５
５
０
）
上
越
市

　

朝
比
奈�

信
男
（
１
６
５
７
３
）
妙
高
市

　

松
井�

拓
也
（
１
６
５
７
５
）
神
奈
川
県

②
退
会
者

　

渡
辺�

欣
次
（
２
８
０
８
）
新
潟
市

　

岸�

清
二
（
９
６
８
９
）
長
岡
市

③
支
部
会
員
総
数

　

令
和
２
年
１
月
20
日
現
在
１
７
７
名

●�

令
和
元
年
度
支
部
会
費
未
納
者
は
至
急
納
入
く

だ
さ
い
。�

　

越
後
支
部
会
費
（
年
会
費
２
、０
０
０
円
）
を

未
納
会
員
は
、
至
急
納
入
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

郵
便
振
込
口
座　
０
０
５
６
０－

３－

１
０
３
７
１
６

公
益
社
団
法
人　

日
本
山
岳
会
越
後
支
部�

編
集
後
記

　

令
和
2
年
は
異
常
な
ま
で
の
暖
冬
で
幕
開
け
と

な
っ
た
。
1
月
も
後
半
と
な
り
例
年
だ
と
庭
先
に

は
40
～
50
㎝
の
雪
が
、
降
っ
て
は
積
り
、
積
も
っ

て
は
消
え
、
4
～
5
回
繰
り
返
し
た
の
ち
に
春
が

近
づ
い
て
来
て
い
た
。
現
時
点
で
は
、
今
季
一
度

も
積
雪
は
無
い
。
こ
の
支
部
報
27
号
発
行
予
定
の

2
月
中
旬
頃
の
天
候
状
態
は
、
ま
だ
見
通
せ
な
い

が
こ
の
ま
ま
降
雪
が
少
な
け
れ
ば
、
雪
不
足
の
影

響
が
い
ろ
ん
な
面
で
出
て
く
る
の
は
必
至
で
あ
る
。

と
り
わ
け
ス
キ
ー
場
や
雪
ま
つ
り
な
ど
の
冬
の
観

光
に
は
大
打
撃
で
あ
る
。

　

例
年
、
所
属
山
岳
会
の
初
登
山
は
二
王
子
岳
と

な
っ
て
お
り
、
今
年
も
参
加
す
る
機
会
を
得
た
。

い
つ
も
な
ら
、
ふ
も
と
集
落
か
ら
登
山
口
ま
で
３

㎞
強
の
雪
上
歩
行
を
強
い
ら
れ
る
の
だ
が
、
今
年

は
車
を
登
山
口
近
く
ま
で
乗
り
入
れ
る
こ
と
が
で

き
幸
運
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
雪
不
足
が
、

こ
れ
か
ら
始
ま
る
大
好
き
な
里
山
の
積
雪
期
、
残

雪
期
登
山
に
影
響
が
出
な
い
だ
ろ
う
か
、
心
配
だ
。

�

（
石
山�

政
雄
）

新田山 鍋倉山




